
○　本校の概要 令和7年2月25日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：月に2～3回行った。

３:月に１回以上行った

２：学期に１回以上行った。

１：実施しなかった。

Ｄ 0

Ａ 2
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６０％
未満

１：
６０％
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Ｄ 0
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Ｃ 0

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

３：
８０％
以上

3

２：
６０％
以上

4

4

2

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

④「思考力・判断力・表現力」育成を目指
し、生徒の自主的自発的な活動を取り入れ
た授業を実施する。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を図っ
ている。

Ｃ 0

3

4

4

３：
８０％
以上

2

Ｂ 2

Ｂ 5

学校保護者評価にお
ける、「地域コミュニ
ティの核としての学校
づくりや地域の特色を
生かした学校づくりを
進めるとともに、学校・
家庭・地域が連携・協
働して、地域社会全体
でこどもたちを育成し
ます。」の項目におけ
る肯定的な評価の割
合

①地域コミュニティの核としてお祭りや
防災訓練など様々な情報を発信し、
地域と学校が連携・協働した活動を
行っています。
②挨拶運動を兼ねた登下校時の見守
りにより生徒は安全に登校でき、学校
生活を過ごせております。ありがとうご
ざいます。
③SNSルールについて等を保護者に
学校だよりや保護者会などでお伝えさ
せていただき、連携した取り組みを進
めています。
④PTA部活動見守りボランティアのお
かげで生徒達は部活動の時間を有効
に使えております。ありがとうございま
す。

保護者様・地域の皆様の貝塚中学校
へのご理解・ご協力のおかげで、生徒
達は楽しそうに学校生活を送れていま
す。いつもありがとうございます。今後
ともよろしくお願いいたします。

Ｄ 0

Ｃ 0

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

⑤定期考査前の質問教室や放課後補習を
実施する。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行っている。

2

4

3

4

4

2

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③ICT環境を整え、授業で積極的に一人一
台端末を活用した主体的・対話的で深い学
びの授業を実施している。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携し
ながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

Ｃ

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4

Ｄ 1

Ａ 4

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

2２：
６０％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

4
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

目標に対する成果指標

4

４：
９０％
以上

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

5

1

0

1

２：
６０％
以上

Ｃ 0

３：
８０％
以上

３：
８０％
以上

３：
８０％
以上

学校教員評価で「ICT
環境等の教育環境の
整備、生徒の安全・安
心を向上させるための
教育の推進などの取
組内容を教員が行った
か」という各項目合計
で、できた・行った・実
施したと答えた教員の
割合

成果
評価

令和６年度　大田区立貝塚中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

　本校は、全校生徒４７９名（５月１日現在）、１４学級の学校です。人権尊重の精神と国際人としての資質・能力を身に付け、心豊かで生きる力をもった生徒を育成すため、「進んで学び、広い視野をもった人間を育てる」、「思いやりがあり、責任を重んじる人間を育てる」、「健康で明るく、たくましい人間を
育てる」の３つの目標を掲げています。
　授業ではＩＣＴを活用し、生徒の主体的・対話的で深い学びを実現しています。また、生徒自身の能力と創造性の伸長を図るため、「体育祭」「若木祭」などの行事は生徒中心に実施しています。生徒が活躍する場を増やすよう、教職員で力を合わせて取り組んでいきます。この中から助け合いの精神と
粘り強い取り組み姿勢が育っています。そして、「歌声の響く学校」を目指します。
　ＰＴＡによる「部活動見守り」や「朝の挨拶運動」などや、スクールサポート貝塚による「学校の環境整備」や「講師派遣」など、地域の学校として保護者・地域の皆様から多大なご協力をいただいています。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

2

学校関係者記入欄

3

①理科・技術科・美術科・数学科を中
心に教科横断的にSTEAM教育等を進
めています。

②学校内外の活動で、生徒自身で調
べ、考え、周りの仲間と決定し、行動
する力を養っています。

③一人一台端末を活用した学習のな
かで、総合の時間などを活用し情報
活用能力の育成を図っています。

④将来の予測が困難な時代において
生徒達が自分の考えを持ち、判断し、
表現できるように、学校内の様々な活
動で自分を表現できる活動を増やして
「生きる力」を育てています。

①外国語教育指導員と英語科の教員
で英語を使った授業を積極的に進め、
英語力やコミュニケーション力の向上
を進めています。

②自国の文化や産業を授業や校外学
習などで学ぶことから「我が国と郷土
を愛する」心を養いながら、相手を理
解し尊重する心を育てる授業を行って
います。

③地球規模の課題としてSDGsの授業
も取り組み、地球規模の課題にも取り
組んでいます。

3

４：
９０％
以上

①全校体制で「特別の教科　道徳」の
内容を検討し、豊かな情操や道徳心
を育んでいます。

②毎時間の授業のなかで、生徒が
困っている様子があれば声かけして、
助言を行うように心がけています。

③体育の授業を通して、運動に親しむ
資質や能力を育てています。また、食
育教育も給食を通して進めています。

④小中一貫教育の日に小学校の先生
と情報を共有して、９年間で指導して
いけるように進めています。

⑤普段の様子や定期考査・学力調査
などの結果を分析して、分かりやすい
授業を各教科で行っています。補習な
ども定期考査前には行っていますの
で生徒への呼びかけも継続していき
ます。

3

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

４：
９０％
以上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・ＰＣ活用など資料により理解できました。

・都度変化をする社会に対応するのは難しいことだと認
識しています。引き続き指導ください。

・グローバル化の進度は我国の課題であるとともに他国
に負けない力を培っていきたいと考えます。

・保護者評価を拝見していないので評価基準が明確でな
いですが、先生方の評価を尊重します。

・カウンセリングについては本校も学びたい分野です。と
ても参考になります。

・生徒一人ひとりへの指導は時間もかかり大変なことと思
いますが、一番効果があるものと思います。引き続きよろ
しくお願いします。

学校教員評価で「主体
的に考え、課題解決
力・情報活用能力を育
成する取組を教員が
行ったか」という各項
目合計で、できた・行っ
た・活用したと答えた
教員の割合

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

４：
９０％
以上

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

学校教員評価で「英語
でのコミュニケーション
能力を高める、我が国
と郷土を愛する態度を
養う、国際社会・地域
社会に関心をもち、持
続可能な社会を形成し
ていく態度を形成する
取組内容を教員が
行ったか」という各項
目合計で、できた・行っ
た・活用したと答えた
教員の割合

学校教員評価で「教師
の授業力を向上、学校
の組織的な運営力を
向上、魅力的な環境づ
くりを進める取組内容
を教員が行ったか」と
いう各項目で、できた・
行った・活用したと答え
た教員の割合

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

学校生徒評価で、「生
徒一人ひとりの状況に
あわせて教育環境を
整える、自分らしくいき
いきと生きるための学
びを支援」等の項目に
おける肯定的な評価の
割合

４：
９０％
以上

学校生徒評価で、「豊
かな心や確かな学力、
健やかな体を育成、乳
幼児期から中学校まで
の一貫教育を推進しま
す」等の項目における
肯定的な評価の割合

１：
６０％
未満

１：
６０％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 5

④ＰＴＡと連携して、部活動時間の安全確保
のため、必要な時間に保護者の部活動見
守りをお願いする。

Ｂ

Ｄ

Ｄ

5

2

0

0

1

Ｂ 2

Ｂ

Ｃ

①過ごしやすい貝塚中学校の地域の
なかで、生徒の安全を第一に安全・安
心な学校づくりを進めています。保護
者・地域・施設利用団体の皆様にも生
徒の安全を第一に学校の使用につい
て取り組んでいただいております。あ
りがとうございます。

②毎月行われている避難訓練の際
に、災害以外の危険についても伝え、
危険や災害に対する教育を行ってい
ます。

③ICT推進部を中心に一人一台端末
や電子黒板等の使いやすい環境を整
え、主体的・対話的な教育を進めてい
ます。

4

・ＩＣＴ教育は年々必要性が高まると思いますが、ＳＮＳの
適切な使い方、特に顔が見えない中での発信方法への
配慮を教えていただきたいです。

・タブレットを授業等でいかに活用しているか教えていた
だきたいと思います。

・先生方のがんばりに期待しています。

・効果が現れてきたと思ってみています。

・学校現場のみならず、現在の社会状況や人々の意識
は。共助・互助といった「地域コミュニティ」づくりに欠かせ
ない力やパワーに関して後ろ向き、あるいは否定的な動
きが広がっている。引き続き、あきらめず地道な、丁寧な
働きかけを。

・教職員、保護者、地域の連携があって生徒も健全に過
ごしていけると思います。引き続きよろしくお願いします。

・数値は決して低くないと思いますが、満足度を高めてい
くことが生徒の定着にもつながると思います。

・子ども達が落ち着いて安心して伸び伸びと生活できるた
めには、その器が大事だと思っています。学校という器
が、地域の器の中で、よりよい状態になるためにも地域
の連携、地域からの支援が大事だと感じています。

・成果評価が低く思います。生徒達の通学など見ていると
充実した学校生活を送れていると感じます。

・先生方の日々の努力に敬意を表します。

・新任の先生方を存じていないので仕方ないですが、学
校に伺う際にごあいさつされる先生方が少ないと思いま
す。

①生徒一人ひとりの特性を考え、可能
性を導けるよう学校生活の中で指導し
ています。

②「ものづくりのまち」である大田区の
特色を生かし、職場体験などで地域と
関わり、体験や発表など特色を生かし
た活動を行っています。

③教員が「生徒に向き合う時間の確
保」を目指し、業務の効率化を進めて
います。

3

・インクルーシブ教育の推進には、教育現場へのさらなる
リソースの供給、教育システム全体の見直しを含むこと
から、個別の学校現場での努力のみならず、国や都レベ
ルの調整を期待したい。

・特別支援教育について考えていただきたい事例がたくさ
んあります。

①インクルーシブ教育の推進のため
に、登校支援員や学校特別補助員な
どとともに、多くの生徒が学校生活を
過ごしやすいように取り組んでいま
す。

②定期的に「大田区立貝塚中学校い
じめ防止基本方針」を全職員で確認し
て、いじめを見逃さないよう取り組んで
います。

③気になる生徒に対しては校内の全
教職員で情報を共有して、全校で解
決策を考えていく体制を作っていま
す。
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